
広報 2014

19/15
　●巡回市長室の事前申込
　●休、祝日のごみの収集など　
　●募集　秋の荒神山ウォーク
　　　　  荒神山と山崎山

●募集　保育士再就職研修会
●城でたどる
　信長天下統一への軌跡	
●定期予防接種のお知らせ  
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「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
」
と
い
う
使
い
方

100
円
バ
ス
を
期
間
限
定
で
運
行
し
ま
す

運
行
期
間　

10
月
１
日
㈬
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

100 円バスが使える区間
▲ひこにゃんのラッピングバス

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課
☎
30-

６
１
３
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番

　
　
　
　
　
　
　

湖
国
バ
ス
株
式
会
社
☎
25-

２
５
０
１
番

駅と停留所の距離が１km 以内
の区間は料金 100 円（子ども
は 50 円。現金に限る）

ちょっとの距離がお得に

こんなときも使えます

時間の節約に

「駅を降りたら急に雨が」
「郵便局に行かなくちゃ」
「荷物が多くて大変」

例えば…
彦根駅〜フレスポ彦根前
徒歩　約 25 分
バス　約　5 分

河 瀬 駅
JR

◀ ▶

南彦根駅
JR

◀ ▶

彦 根 駅
JR・近江鉄道

◀ ▶

北河瀬

ビバシティ

印刷局前パナソニック電工前

亀山郵便局前 

彦根郵便局

フレスポ彦根前

河瀬口

亀山ニュータウン南

亀山ニュータウン中

小泉南

京町二丁目

京町

京町通り商店街

佐和町

市役所前市民会館前

護国神社
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※
市
長
と
参
加
者
と
の
面
談
の
様

　

子
は
、
録
音
、
録
画
し
た
う
え
、

原
則
と
し
て
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。
こ
れ

に
同
意
い
た
だ
け
な
い
場
合
は

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

１
会
場
当
た
り
５
人
（
団

体
）（
先
着
順
）

申
込
場
所　

会
場
と
な
る
場
所
の

窓
口
の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
方
法
　
会
場
と
な
る
場
所
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
申
込
期
間
内
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
は
口
座
振
替
を

彦
根
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
案
内

書
な
ど
に
よ
り
、
毎
月
の
保
険
料

を
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る「
老
齢
基
礎
年
金
」

の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

万
一
の
と
き
に「
障
害
基
礎
年
金
」

や
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら

９月と 10 月は
「自動車点検整備推進運動」

月間です

「まもりたい笑顔のために
　クルマの点検、あたりまえ」
　安全確保と環境保全は、車の点検・
整備から。

問い合わせ先　国土交通省近畿運輸
局滋賀運輸支局検査整備保安部門
☎ 077-585-7252、FAX077-
584-2079

市
長
と
話
し
ま
せ
ん
か

今
年
度
３
回
目 

巡
回
市
長
室

口市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

市
長
が
市
内
各
地
に
出
向
き
、

地
域
の
課
題
を
身
近
に
感
じ
て
お

ら
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
お
話
を

し
ま
す
。

　

こ
の
「
巡
回
市
長
室
」
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
交
換
、
交

流
の
場
で
す
。
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
次
の
と
お
り
事
前
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
な
ど　

表
の
と
お
り

面
談
時
間　

１
人
（
団
体
）
当
た
り

20
分
程
度

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
20

歳
以
上
の
人

※
市
内
の
自
治
会
や
市
民
活
動
団

体
な
ど
も
対
象
と
し
ま
す
。
団

体
の
場
合
は
、
代
表
者
２
人
以

内
と
の
面
談
と
し
ま
す
。

※
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と

す
る
個
人
、
団
体
は
対
象
と
し

　

ま
せ
ん
。

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
便
利
で
安
心
な
口
座

振
替
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
に
す
る
と
、
毎
月
、
納

め
に
行
く
時
間
と
手
間
が
か
か
ら

ず
便
利
で
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
の
中
に
は
、
次
の
割

引
の
あ
る
お
得
な
振
替
方
法
も
あ

り
ま
す
。

▼
当
月
末
に
口
座
振
替
す
る
こ
と

に
よ
り
、
月
々
50
円
割
り
引
き

さ
れ
る
「
早
割
制
度
」

▼
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多

い
「
２
年
前
納
」、「
１
年
前
納
」、

「
半
年
前
納
」

　

申
し
込
む
に
は
、
口
座
振
替
申

出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印

（
金
融
機
関
の
届
出
印
）
し
て
近
く
の

年
金
事
務
所
に
持
参
す
る
か
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
の
あ
る

日　　時

10月 24 日㈮
10：00～12：00

10月 21 日㈫
19：00～21：00

10月 17 日㈮
10：00～12：00

10月　3 日㈮
10：00～12：00

申込期間

9月16日㈫～10月　2日㈭稲枝地区公民館（本 庄 町）☎43-4041

9月 16日㈫～10月 23日㈭高 宮 出 張 所（高 宮 町）☎22-3210

9月 16日㈫～10月 18日㈯西 地 区 公 民 館（本町一丁目）☎24-2957

9月 16日㈫～10月 16日㈭鳥居本地区公民館（鳥 居 本 町）☎26-1922

会 場

金
融
機
関
窓
口
で
も
申
し
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
彦
根
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１

４
番

▶
７
月
に
開
催
し
た
巡
回
市
長
室
の
様
子

交
通
死
亡
事
故
多
発

魔
の
時
間
帯
に
備
え
ま
し
ょ
う

　　　　　口市
交
通
対
策
課　
　

　
日
が
短
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
特
に
午
後
４
時
〜
同
８
時
は

「
魔
の
時
間
帯
」
と
呼
ば
れ
、交
通

死
亡
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
と
反
射
材

　
「
夜
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に

「
反
射
た
す
き
」

　
「
夜
遅
く
ま
で
部
活
を
頑
張
る

子
ど
も
」
に
「
反
射
材
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
」

　
ク
ル
マ
の
ラ
イ
ト
を
反
射
し

て
、
自
分
の
存
在
を
運
転
手
に
知

ら
せ
る
「
反
射
材
」
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。

　

少
し
の
用
心
が
交
通
事
故
か
ら

大
切
な
人
を
守
り
ま
す
。「
い
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
の
一
声
と
と
も

に
反
射
材
を
手
渡
し
ま
し
ょ
う
。

見
直
し
ま
し
ょ
う「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」

　「
ク
ル
マ
を
運
転
中
に
赤
信
号

に
気
付
か
ず
、
人
を
ひ
き
そ
う
に

な
っ
た
」、「
い
つ
の
間
に
か
道
路

の
真
ん
中
を
歩
い
て
い
た
」

　

ス
マ
ホ
＝
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
多
機
能
携
帯
電
話
）
の
画
面
に
気

を
取
ら
れ
、
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
う
、
遭
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
会
社
か

彦根城博物館と開国記念館が
臨時休館します

　
　ご迷惑をおかけしますが、ご理
解、ご協力をお願いします。

彦根城博物館
理由　空調設備改修工事を行う

ため
期間　10 月１日㈬から８か月程度
▶工事の進捗状況などにより、臨時休館期間は

変更となる場合があります。開館日が確定し
た時点で、彦根市ホームページや広報ひこね
などでお知らせします。

▶休館期間中は、当館の施設使用や、収蔵する
資料の貸し出し、閲覧もできません。

問い合わせ先　彦根城博物館☎ 22-6100、Ｆ
ＡＸ 22-6520

開国記念館
理由　彦根城博物館の臨時休館期間中、開国記

念館でパネル、タペストリー等による彦根
城博物館や井伊家伝来資料などを紹介する
コーナーを開設する準備のため

期間　９月 29 日㈪から同 30 日㈫まで
問い合わせ先　 教育委員会文化財課☎ 26-

5833、FAX26-5899

▼
レ
ス
ト
ラ
ン

　

10
月
１
日
㈬
か
ら
同
13
日
（
月
・

祝
）
ま
で
休
業
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
病
院

総
務
課
☎
22-

６
０
５
０
番
内
線

３
５
１
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
７
５

４
番

一
部
助
成
を
終
了
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

を
お
持
ち
の
人
に
行
っ
て
い
る
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
（
３
千
円
）
は
９
月
30

日
㈫
で
終
了
し
ま
す
。

ら
帰
宅
す
る
時
間
帯
は
疲
れ
が
出

て
、
思
っ
た
以
上
に
集
中
力
が
低

下
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
一
瞬
で
す
。
と
て

も
危
険
な
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

市
立
病
院
の
売
店
、

レ
ス
ト
ラ
ン
を
改
装
し
ま
す

　　　　　市
立
病
院　

　

10
月
１
日
㈬
か
ら
、
市
立
病
院

の
売
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
改
装
工

事
を
行
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
次

の
と
お
り
営
業
の
縮
小
、
休
業
を

行
い
ま
す
。

　

来
院
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
売
店

　

１
階
に
設
置
す
る
仮
売
店
で
営

業
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
取
扱

品
目
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
11
月

４
日
㈫
に
営
業
を
再
開
す
る
予

定
で
す
。

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

は
、
10
月
１
日
㈬
か
ら
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
「
定
期
予
防
接
種
」

に
な
り
ま
す
。
定
期
予
防
接
種
と

な
る
こ
と
で
、
接
種
料
金
と
対
象

者
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

広
報
ひ
こ
ね
10
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
接
種
費
用
の
一
部
助
成
に
関
す

る
こ
と　

滋
賀
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
☎
０
７
７-

５

２
２-

３
０
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７-

５
２
２-

３
０
２
３
番

▼
定
期
接
種
に
関
す
る
こ
と　

健
康
推
進
課
☎
24-

０
８
１
６

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

◀
鞄
に
取
り
付
け
た
反
射
材
の
例

秋の全国交通安全運動
９月21日㈰〜同30日㈫

〜思いやりと反射材で
輝く近江路〜
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彦
根
市
の
下
水
道
整
備

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
健
康
で
快
適
な
も
の
に
し
、
河

川
や
琵
琶
湖
の
水
質
を
守
る
た
め

に
も
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

　

彦
根
市
の
公
共
下
水
道
は
、
昭

和
56
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、

人
口
が
多
い
市
街
地
や
下
流
域
か

ら
順
次
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
末
現
在
の
人
口
普
及

率
は
78
・
３
％
で
、
全
国
平
均
の

76
・
３
％
（
平
成
24
年
度
末
現
在
）

を
若
干
超
え
て
い
る
も
の
の
、
滋

賀
県
平
均
87
・
９
％
と
比
べ
る
と
、

ま
だ
ま
だ
低
い
状
況
で
す
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
業

務
課
☎
22-

５
４
５
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

５
４
３
３
番

　

こ
れ
は
、
琵
琶
湖
東
北
部
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
（
平
成
３

年
）
が
湖
南
中
部
や
湖
西
の
浄
化

セ
ン
タ
ー
に
比
べ
て
遅
か
っ
た
こ

と
と
併
せ
、
昨
今
の
厳
し
い
財
政

状
況
か
ら
、
事
業
費
の
縮
減
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

現
在
、
未
整
備
に
な
っ
て
い
る

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
た
い
へ
ん

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
財
政
事
情
を
見
据
え
つ
つ
、

彦
根
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
配

慮
し
な
が
ら
、
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。 

※
平
成
26
年
度

「
下
水
道
の
日
」
推
進
標
語

げ
す
い
ど
う
　
み
ず
の
み
ら
い
を
　
ま
も
る
み
ち

排
水
設
備
工
事
は
、
必
ず
彦

根
市
指
定
下
水
道
工
事
店
で

行
っ
て
く
だ
さ
い

　

彦
根
市
の
指
定
下
水
道
工
事
店

で
は
な
い
の
に
、
皆
さ
ん
の
家
庭

に
下
水
道
を
使
う
た
め
の
排
水
設

備
工
事
の
営
業
に
行
く
業
者
が
い

ま
す
。

　

彦
根
市
に
無
届
で
工
事
を
行
い
、

後
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

業
者
が
、
彦
根
市
の
指
定
下
水

道
工
事
店
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

場
合
は
、

上
下
水
道
業
務
課
に

お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
彦
根
市
は
、
排
水
設
備

の
清
掃
や
修
理
な
ど
を
業
者
に
委

託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

地
下
水
を
使
用
し
て
い
る
人
へ

　

公
共
下
水
道
を
す
で
に
使
用
し

て
い
て
、
地
下
水
を
下
水
道
に
流

し
て
い
る
家
庭
で
、
使
用
人
数
に

変
更
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず

上

下
水
道
業
務
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※

市
民
課
、
支
所
、
各
出
張
所

で
の
住
所
異
動
な
ど
の
届
出
と

は
連
動
し
て
い
ま
せ
ん
。
異
動

が
あ
っ
た
と
き
は
お
手
数
で
す

が
、

上
下
水
道
業
務
課
に
も

下
水
道
管
に
雨
水
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

滋
賀
県
の
下
水
道
管
は
、
汚
水
と
雨
水
を
別
々
に
処
理
す
る
分

流
方
式
で
、
彦
根
市
の
下
水
道
管
も
汚
水
の
専
用
管
と
な
っ
て
い

ま
す
。
道
路
上
の
マ
ン
ホ
ー
ル
や
宅
地
内
に
あ
る
「
ま
す
」
を
開

け
て
下
水
道
に
雨
水
を
取
り
込
む
と
、
下
水
道
管
の
能
力
を
超
え
、

ト
イ
レ
、台
所
、お
風
呂
な
ど
に
汚
水
が
逆
流
し
て
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
の
ふ
た
を
開
け
る
と
、マ
ン

ホ
ー
ル
に
転
落
す
る
な
ど
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
絶
対
に
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
下
水
道
に
雨
水
を

流
す
行
為
は
、
処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
各
家
庭
の
汚
水
管
に
雨
ど
い
な
ど
が
間
違
っ
て
つ
な
が
っ

て
い
る
場
合
や
、「
ま
す
」
な
ど
の
老
朽
化
で
雨
水
が
流
れ
込
ん
で

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
雨
水
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
維
持
管

理
を
適
切
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
雨
水
な
ど
が
流
れ
込
み
、
汚
水

の
処
理
費
用
が
増
大
す
る
と
、
使
用
料
の
値
上
げ
に
も
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
９
月
の
台
風
18
号
に
よ
る
豪
雨
で
は
、
近
江
八
幡
市

か
ら
南
の
地
域
で
、
下
水
道
に
大
量
の
雨
水
が
流
れ
込
み
、
マ
ン

ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
た
り
、
汚
水
処

理
施
設
が
壊
れ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、広
い

地
域
で
下
水
道
の
使
用
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
水
道
を
使
用
す
る
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
く
使
う
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

数字で見る　彦根市の
下水道の整備状況（前年度比）

▶供用面積は約33ha増加しました
▶供用区域内人口は約1,100人増えて
　約88,200人になりました

下水道普及率

供 用 面 積

供用区域内人口

供用区域内世帯

水 洗 化 人 口

水 洗 化 世 帯

人口水洗化率

平成24年度末

77.4

2,029.0

87,079

33,297

77,686

28,320

８９.2

平成25年度末

78.3

2,062.4

88,158

３3,799

78,919

28,926

89.5

％

ha

人

世帯

人

世帯

％

％

ha

人

世帯

人

世帯

％

▶野生動物をむやみに餌付けしないで
　ペットでない野生動物に餌

えさ

を与えていませんか。
野生動物に餌を与えることは、動物が持っている「餌
を獲得する能力」を奪うことになります。もし、餌
を与える人間が病気などになって餌を与えることが
できなくなれば、餌付けされていた野生動物はたち
まち飢えてしまいます。
　むやみに野生動物を餌付けすることは、絶対にや
めましょう。餌付けするならば最後まで責任を持っ
て飼いましょう。

▶狂犬病について
　　狂犬病は、人間と動物に共通する狂犬病ウイルス

に感染することで発症する、致死率ほぼ 100％の恐
ろしい感染症です。ほとんどの場合、狂犬病ウイルス
に感染した犬にかまれることで感染しますが、いっ
たん発症してしまうと、現代医学では治療法があり
ません。

　　狂犬病は世界中で発生しており、毎年５万人以上
がこの病気で死亡しています。狂犬病が発生してい
ない地域は、日本を含めてごく僅かです。

　　狂犬病の発生を防ぐ方法は、狂犬病ワクチンの予
防注射しかありません。「日本では発生していないか
ら」、「室内で飼育しているから」といって予防注射の
必要性を疑問に思う人もいるかもしれませんが、日
本に輸入されている犬の９割は狂犬病が発生してい
る国や地域からのものです。また、アライグマなど
狂犬病ウイルスを媒介する野生生物が急速に日本で
増加している事情もあります。

　　今後、狂犬病を発生させないためにも予防注射は
必ず受けさせましょう。

９月 20 日㈯～ 同 26 日㈮は動物愛護週間です

しが動物フェスティバル ２０１４
（無料、動物同伴ＯＫ）

日時　９月 23 日（火・祝）10：00 〜 15：00
場所　竜王町総合運動公園（ドラゴンハットなど）

内容　
　・ペットのお医者さん体験
　・動物ふれあい広場
　・動物の健康、飼育相談
　・動物関係の学校紹介、仕事紹介　など
問い合わせ先　公益社団法人滋賀県獣医師会

☎ 077-526-1966
　 ホ ー ム ペ ー ジ　http://www.shigavet.com/

docs.php

　動物愛護週間は、市民の皆さんに動物の適正な飼い方
などについて、理解と関心を深めてもらうことを目的
にしています。
問い合わせ先　 生活環境課☎ 30-6116、ＦＡＸ

27-0395

▶ふんを始末するのは飼い主のマナー
　大多数の人はペットの散歩をするときにエチケッ
ト袋（ふんを回収する袋）を持って散歩をしています。
しかし一部のマナーの悪い人により、ふん害はなく
なりません。ふん害が地域のトラブルの原因になる
こともあります。
　飼い主の最低限のマナーとしてふんを持ち帰り、
ペットと共存できるまちをつくりましょう。

　
　　狂犬病の予防注射は１年に１度の接種が法律で義

務付けられています。動物病院などで実施していま
すので、注射していない犬は必ず受けさせましょう。

考えてみませんか。動物との関わり

９
月
23
日
（
火
・
祝
）

ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す

　　　　口市
清
掃
セ
ン
タ
ー　

　

９
月
23
日
（
火
・
祝
）
は
通
常
ど

お
り
収
集
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、

缶
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接

搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

「
平
成
26
年
度
ご
み
等
の
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

９
月
27
日
㈯

粗
大
ご
み
を
搬
入
で
き
ま
す

　　　口市
清
掃
セ
ン
タ
ー　

　

９
月
27
日
㈯
の
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
、
粗
大
ご
み
（
小
型
家
電

を
含
む
）の
臨
時
受
入
を
行
い
ま
す
。

▼
粗
大
ご
み
以
外
の
ご
み
は
搬
入

で
き
ま
せ
ん
。

▼
搬
入
は
有
料
で
す
。（
１
ｍ
未
満

の
小
型
家
電
は
無
料
）

▼
指
定
時
間
以
外
の
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
テ
レ
ビ
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
対

象
品
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番
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お
浜
御
殿
で
の
剪
定
講
習
会

〈
内
容
〉庭
師
集
団
「
い
ろ
は
組
」

の
指
導
に
よ
る
、
一
般
の
人
を
対

象
と
し
た
ツ
ツ
ジ
の
剪せ

ん

定て
い

講
習
会

を
行
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉９
月
23

日
（
火
・
祝
）
午
後
1
時
30
分
〜
同

３
時　
〈
場
所
〉旧
彦
根
藩
松
原
下

屋
敷
（
お
浜
御
殿
）（
松
原
町
）　
〈
対

象
〉
庭
に
興
味
の
あ
る
人　
〈
定

員
〉
15
人
（
先
着
順
）　
〈
参
加
費
〉

無
料　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉い
ろ
は

組
事
務
局
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６

番
（
川か

わ

窪く
ぼ

さ
ん
）、Ｅ
メ
ー
ルm

ail@
irohagum

i.com

　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
①
住
所
②
氏
名

③
連
絡
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
）

（
複
数
の
場
合
は
全
員
）
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
参
加
決
定
者
に
は
詳
細

を
連
絡
し
ま
す
。

彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
わ
ー
く
メ
ッ
セ

〈
内
容
〉　
設
置
さ
れ
た
「
お
仕
事

体
験
ブ
ー
ス
」
で
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
体
験
が
で
き
ま
す
。
ほ
か
に
イ

ベ
ン
ト
や
商
品
販
売
も
行
い
ま
す
。

〈
日
時
〉
10
月
13
日
（
月
・
祝
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時　
〈
場
所
〉

滋
賀
県
立
大
学
（
八
坂
町
）
〈
対

象
〉
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で　
〈
参
加
費
〉
無
料　
〈
申

込
期
限
〉
９
月
30
日
㈫　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
商
工
会
議

所
☎
22-

４
５
５
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

２
７
３
０
番　

※
応
募
用
紙

は
小
・
中
学
校
に
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
彦
根
商
工
会
議
所
事
務
局

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
夢
畑
」
出
店
者

〈
日
時
〉
10
月
19
日
㈰　

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分
（
雨

天
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）　

〈
場
所
〉彦
根
駅
東
地
区
第
１
号
公

園
（
古
沢
町
）　

※
彦
根
駅
東
地
区

ま
ち
づ
く
り
「
お
祭
り
広
場
」
内

で
行
い
ま
す
。〈
出
店
料
〉１
ブ
ー

ス
５
０
０
円　
〈
申
込
期
限
〉
10

月
10
日
㈮
　〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

生
活
環
境
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
１
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番　

※
往

復
は
が
き
の
往
信
の
裏
面
に
①
住

所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
出
店
品

目
⑤
人
数
⑥
出
店
希
望
日
⑦
搬
入

に
使
用
す
る
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
を
、

返
信
の
表
面
に
①
住
所
②
氏
名
を

そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

職　　種 受　験　資　格人　数 受付期間・試験日など

市 職 員 を 募 集 し ま す

受付期間　
　9月16日㈫～10月16日㈭
の8：30～17：15
　（土・日曜日、祝日は除く）
　※郵送の場合は、10月16
日㈭までの消印有効
試験日　
　10月26日㈰
　※採用予定日は、平成27年
　4月１日です。

薬剤師の免許を
有する人（取得見込みを含む）

薬剤師
（追加募集）

1人

昭和54年４月２日
以降に生まれた人

診療放射線技師の免許を
有する人（取得見込みを含む）診療放射線技師 1人

受験申込書等の配布場所、受験の申し込み、問い合わせ先　　
市立病院事務局職員課（市立病院３階）
☎22-6050内線3517、FAX26-0754　
Eメール　syokuinka@municipal-hp.hikone.shiga.jp　　　　　

生
以
上　

②
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
：
小
学
４
年
生
〜
中
学
３

年
生　
〈
申
込
期
間
〉９
月
16
日
㈫

〜
同
30
日
㈫　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
子
ど
も
未
来
室
☎
28-

１
５
８
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６

４
６
番　

※
電
話
か
、
直
接
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

保
育
士
再
就
職
研
修
会

〈
内
容
〉最
新
の
保
育
事
情
や
実
技

を
学
ぶ
研
修
会
で
す
。
保
育
職
場

へ
の
復
帰
を
支
援
し
ま
す
。 

〈
日

時
〉
10
月
２
日
〜
同
23
日
（
毎
週
木

曜
日
、
全
４
回
）
の
午
後
１
時
〜
同

４
時
（
※
23
日
の
み
午
前
10
時
〜
同
11

時　

市
内
保
育
園
の
見
学
）　
〈
場
所
〉

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
（
大
東

町　

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
６
階
）　
〈
対

象
〉
保
育
士
資
格
を
持
っ
て
い
て
、

県
内
の
保
育
施
設
へ
の
就
職
・
再

就
職
を
希
望
し
て
い
る
人　
〈
定

員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無

料　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
一

般
社
団
法
人
滋
賀
県
保
育
協
議
会

滋
賀
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
７
７-

５
１
６-

９
０

９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２

１-

２
１
１
７
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　

http://shiga-hoikukyo.jp

秋
の
荒
神
山
ウ
ォ
ー
ク

荒
神
山
と
山
崎
山

〈
内
容
〉
山
崎
山
と
そ
の
周
辺
の

遺
跡
を
巡
り
歩
き
ま
す
。

文
化

財
課
職
員
が
戦
国
時
代
の
山
城
を

解
説
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
10
月

26
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時　
　

〈
場
所
〉

荒
神
山
自
然
の
家
（
日

夏
町
）　
〈
対
象
〉
20
歳
か
ら
お
お

む
ね
65
歳
ま
で
の
人　
〈
定
員
〉

30
人
程
度
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
１
、

５
０
０
円
（
昼
食
、
資
料
代
込
み
）　

〈
申
込
期
間
〉
９
月
15
日
（
月
・
祝
）

〜
10
月
５
日
㈰
　〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

荒
神
山
自
然
の
家
☎

28-

１
８
７
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１

８
７
２
番
（
月
曜
日
・
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
が
休
館
日
）　

※

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
①
住
所
②
氏
名
③
年

齢
④
性
別
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

〈
内
容
〉
子
育
て
中
の
親
子
を
見

守
り
、
身
近
な
地
域
で
子
育
て
を

支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成

す
る
講
座
で
す
。　
〈
日
程
〉
左

表
の
と
お
り　
〈
場
所
〉
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
平
田
町
）
13
会
議
室
ほ
か　

〈
対
象
〉
本
講
座
を
終
了
後
、
子

育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
支
援
活

動
が
で
き
る
人　
〈
定
員
〉
15
人　

〈
費
用
〉無
料　
〈
申
込
期
間
〉10
月

１
日
㈬
〜
同
17
日
㈮　
〈
申
込
・
問

月　日 内 容

子育て支援の現状とニーズ、子育てサポーターっ
てなあに？、救急救命と乳幼児のけがについて

乳幼児の発達とそれに対応した接し方、ひろば
実習の説明、現役サポーターとの交流会

ひろば実習（期間中、1回以上参加）

乳幼児の食生活について、
登録証交付・今後の活動について　など

10月27日㈪

11月  4日㈫

11月10日㈪
～11月14日㈮   

11月17日㈪

時　間

  9:30～12：00

13:00～15：30

  9:30～12：00

  9:30～11：40

い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
未
来
室

☎
28-

１
５
８
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
か
、
直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

〈
内
容
〉
10
月
12
日
㈰
に
開
催
さ

れ
る
彦
根
市
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
お
化
け
屋
敷
、
プ
ラ
板
ア
ク
セ

サ
リ
ー
講
座
な
ど
を
行
う
予
定
）
で
企

画
・
運
営
に
参
加
し
ま
す
。　
〈
日

時
〉
10
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
２
時（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
ま
で

に
準
備
日
が
数
回
あ
り
ま
す
）　
〈
場

所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏

町
）　
〈
対
象
〉
①
子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
：
高
校

　
　

彦
根
市
立
城
南
小
学
校

場
所　

西
今
町
３
８
０
番
地

創
立　

明
治
８
年

児
童
数　

９
０
１
人
（
平
成
26
年
５
月
）

教
育
目
標　
「
よ
く
考
え
、
豊
か
な
心
で
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
子
供
」

城
南
小
学
校
は
、
県
内
で
も
屈
指
の
大

規
模
校
で
、
来
年
度
は
創
立
１
４
０
年
目

を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。

今
年
は
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
研

究
指
定
を
受
け
、「
子
供
が
夢
中
に
な
る
楽

し
い
体
育
学
習
」
の
テ
ー
マ
で
授
業
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
休
み
時
間
に
な
る
と

ケ
ン
パ
ラ
ン
ド
の
コ
ー
ナ
ー
に
行
き
、
楽

し
く
遊
び
な
が
ら
、
体
づ
く
り
を
し
た
り
、

び
わ
湖
マ
ラ
ソ
ン
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て

い
ま
す
。
９
０
０
人
も
の
子
ど
も
た
ち
が

一
斉
に
運
動
場
を
走
る
姿
は
圧
巻
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
自
主
的
な
活
動
で

「
ボ
ー
ル
投
げ
教
室
」
や
「
ぞ
う
き
ん
が

け
レ
ー
ス
」
な
ど
、
楽
し
い
企
画
を
し
て
、

運
動
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
は
き
も
の
そ
ろ
え
」
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
靴
は

き
れ
い
に
そ
ろ
え
ら
れ
、
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
が
学
校
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３
番
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

▲「はきものそろえ」の様子 ▲ケンパランドで遊ぶ子どもたち

▲びわ湖マラソン

▲ぞうきんがけレース

ウ
チ
の

校
風
　
２

市
立
学
校
紹
介

22

▶
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
様

子

▶
以
前
に
開
催
さ
れ
た
荒
神
山
ウ
ォ
ー
ク

の
様
子
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介
護
保
険
制
度

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
候
補
者

〈
内
容
〉
平
成
27
年
度
に
事
業
を

開
始
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
募

集
し
ま
す
。
募
集
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
と
圏
域
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
応
募
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
　〈
そ
の
他
〉介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
も
の
は
、
全
て

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
含
み
ま
す
。

各
サ
ー
ビ
ス
の
定
員
は
、
基
準
で

定
め
る
上
限
と
し
ま
す
。　
〈
申
込

期
限
〉10
月
31
日
㈮
午
後
５
時（
郵

送
の
場
合
は
当
日
必
着
）　〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

滋
賀
県
障
害
者
技
能
競
技

大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
滋
賀

２
０
１
４
）
参
加
者

〈
内
容
〉
障
害
者
が
日
頃
培
っ
た

技
能
を
競
い
合
い
ま
す
。
製
品

パ
ッ
キ
ン
グ
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
な

ど
の
競
技
が
あ
り
ま
す
。　
〈
日

時
〉
12
月
14
日
㈰
午
前
９
時
30
分

か
ら　
〈
場
所
〉
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
（
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ

滋
賀　

近
江
八
幡
市
古
川
町
）　
〈
定

員
〉
競
技
種
目
に
よ
り
異
な
る

（
先
着
順
）〈
申
込
期
限
〉
９
月
30

日
㈫
　〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

滋
賀
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー
（
〒
５
２
０-

０
０
５
６
大
津

市
末
広
町
１
番
１
号　

日
本
生
命
大
津

ビ
ル
３
階
）☎
０
７
７-

５
２
６-

８

８
４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５

２
６-

８
８
４
２
番　

※
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
滋
賀
高

齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、

滋
賀
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
電
話
で

請
求
で
き
ま
す
。

表
彰
し
ま
す

事
業
所
の
優
良
従
業
員

〈
内
容
〉
彦
根
市
と
彦
根
商
工
会

議
所
・
稲
枝
商
工
会
で
は
、
市
内

の
事
業
所
な
ど
に
勤
務
す
る
従
業

員
の
う
ち
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕

著
で
他
の
模
範
と
な
る
人
を
表
彰

し
ま
す
。　
〈
対
象
〉
事
業
所
統

計
調
査
に
用
い
る
産
業
大
分
類
の

う
ち
、
鉱
業
、
建
設
業
、
製
造
業
、

卸
・
小
売
業
、
金
融
保
険
業
、
不

動
産
業
、
運
輸
業
、
情
報
通
信
業
、

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
す
る
雇
用
保

険
の
被
保
険
者　

※
家
族
従
業
員
、

法
人
の
役
員
、
過
去
に
こ
の
表
彰

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
除
き

ま
す
。　
〈
表
彰
基
準
〉勤
続
年
数

が
15
年
以
上
の
人
で
、
企
業
の
振

興
に
寄
与
し
、
他
の
模
範
と
し
て

表
彰
に
値
す
る
人　
〈
被
表
彰
候

補
者
の
選
出
方
法
〉
事
業
所
の
推

薦
に
よ
り
ま
す
。　
〈
申
込
期
限
〉

９
月
30
日
㈫（
必
着
）　
〈
表
彰
式
〉

11
月
21
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

商
工
課
☎
30-

６
１

１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６

番
、
彦
根
商
工
会
議
所
（
中
央
町
）

☎
22-

４
５
５
１
番
、
稲
枝
商
工

会
（
稲
部
町
）
☎
43-

２
２
０
１
番
　

※
推
薦
用
紙
は
、
各
申
込
先
に
あ

る
ほ
か
、
彦
根
市
、
彦
根
商
工
会

議
所
、
稲
枝
商
工
会
の
各
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

ウ
ィ
ズ

は
じ
め
て
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
・
秋
コ
ー
ス

〈
内
容
〉
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
よ
り
楽
し
く
、
活
動
的

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。 

〈
講
座
内
容
・
日
時
〉
左
表
の
と

お
り 

　〈
場
所
〉 

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
講
習
室　

〈
対
象
〉 

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
。
前
期
・

後
期
を
連
続
し
て
受
講
で
き
る
人　

〈
定
員
〉午
前
・
午
後
各
10
人
（
先
着

順
）   

〈
費
用
〉 

各
期（
各
６
回
分
）５
、

３
０
０
円
（
教
材
費
込
）　
〈
申
込
開

始
日
〉
９
月
17
日
㈬
午
前
９
時
〜   

〈
託
児
〉
１
人
１
回
３
０
０
円
（
０

歳
〜
就
学
前
、
要
予
約
）　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町
６
７
０
）
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

サービス名

日常生活圏域
（中学校区） 単位西

①小規模多機能型居宅介護 か所１ ‒

③認知症対応型通所介護 か所１ １

②認知症対応型共同生活介護 か所‒ １

彦根

講座内容

パソコンの基本操作を覚えよう

ウィンドウの操作を覚えよう

キーボードで文章を入力しよう

入力した文字列の操作を覚えよう

Wordの基本機能を覚えよう

オリジナルはがきを作成しよう

インターネットを楽しもう①

Excelの基本を覚えよう

家計簿を作成しよう

デジカメ写真の簡単整理

インターネットを楽しもう②

メールを使ってみよう

月　日

10月　6日㈪

20日㈪

11月10日㈪

17日㈪

12月   1日㈪

15日㈪

1月19日㈪

2６日㈪

2月　2日㈪

16日㈪

3月  2日㈪

16日㈪

前

期

後

期

いずれも午前の部10：00～12：00
午後の部13：30～15：30

図書館休館日
（10月）

6日㈪、13日（月・祝）、20日㈪、
23日㈭、27日㈪

彦根市立図書館　
☎22-0649　FAX26-0300
※駐車場での駐車時間は、１か所当たり30～40分間です。

1日㈬

2日㈭

3日㈮

7日㈫

8日㈬

9日㈭

10日㈮

15日㈬

16日㈭

17日㈮

21日㈫

22日㈬

28日㈫

29日㈬

30日㈭

31日㈮

宮 田 町 山 田 神 社
ＪＡ東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館
太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟
清 崎 町 ば ん ば
Ｊ Ａ 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
亀 山 出 張 所
人 権 ・ 福 祉 交 流 会 館
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館
Ｊ Ａ 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）
平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門
稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 枝 駅 前
千 鳥 ケ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前
大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社
新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館
普 光 寺 町 （ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港 屋 駐 車 場 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：１５
１４：００
１４：５０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：１０
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10月

彦根市事業公社
☎23-4135　FAX23-4134

1日㈬

2日㈭

3日㈮

6日㈪

7日㈫

8日㈬

9日㈭

10日㈮

14日㈫

15日㈬

16日㈭

17日㈮

20日㈪

21日㈫

22日㈬

23日㈭
24日㈮
27日㈪
28日㈫
29日㈬
30日㈭
31日㈮

野田山、三津、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁
目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目一部を含む）、松原一丁目、松原二丁目、
松原（四ッ川）、西今（松田団地）、平田（大沢）
野田山、海瀬、幸、芹、安清、三津屋、野瀬、西今、
西今（伊庭団地）、須越
里根、外、城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、
池州、野田山、八坂、須越、西今、開出今（蔵の町
団地）、八坂東団地、正法寺、幸
地蔵、小泉（開出）、山之脇、芹川（北・南・大仏・
千鳥ヶ丘）、宇尾、竹ケ鼻、開出今（蔵の町団地）、八
坂東団地、里根、外、開出今、
地蔵、地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、後三条（上・下）、
開出今、甘呂、岡、東沼波（サニー団地）、橋向
大橋、元岡、沼波、正法寺（太平団地）、西沼波（東
部）、中央（第２・３部）、大東、錦（第１部）、京町一
丁目、京町二丁目、京町三丁目、甘呂、清崎（東・西・
清崎団地）、開出今（1部）、八坂北、地蔵
城町二丁目、栄町二丁目、正法寺（太平団地）、馬場一丁
目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、開出今（1部）、日夏
和田、佐和、小泉、戸賀、長曽根南、京町一丁目、
京町二丁目、京町三丁目、大東、錦、中央、大藪、日夏、
賀田山（大山・小山・茂賀・小田部）
新、芹中、小泉、平田（南・中）、中藪、日夏、金沢（林・中下・
長江）、田原、金田、石寺（上・下）、上岡部、下岡部、出路
田附、東沼波、稲枝（西・東）、服部、金沢（金沢団地）、彦富、
肥田、稲部（南）、彦富（笹田団地）、野良田、金亀、尾末、中藪、
元、船、旭、佐和
平田（北・西）、岡、上稲葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、
稲部（稲部）、金沢（金沢団地）、肥田（西肥田）、稲部
（東）、鳥居本地区、彦富（笹田団地を除く）
新海、南三ツ谷、甲崎、東沼波、西沼波、鳥居本地区、
古沢（佐和山東・佐和山西）、柳川、上西川、下西川、彦富、
西沼波（出屋敷）、大堀
柳川、上西川、下西川、稲部（稲部）、稲里、東沼波、
西沼波（本郷住宅）、大堀、鳥居本地区、太堂、千尋、
肥田（西肥田を除く）、古沢（東山・松縄手・沢・駅東・
三ノ丸）

錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、
鳥居本地区、楡、安食中
錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁
目、極楽寺、辻堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、蓮台寺、堀、森堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、蓮台寺、堀、森堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、犬方、出、葛籠
高宮、広野、犬方、出、葛籠
高宮、広野、犬方、出、葛籠、法士

10月

※臨時の収集は、早めにお申し込みください。
　（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日です）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前後
　することがありますが、ご了承ください。
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相　　談　　名 日　　　時 場　　　　所 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

悩みを抱える子どもからの相談、子育てで悩んでいる保
護者や家族からの相談に応じます。（電話相談）

毎週月・水曜日
（祝日は除く）
14：00～17：00

子どもと親の悩みの
相 談 電 話

　 教  育  研  究  所
☎23-7867

（相談専用電話）

女性、男性を問わず、心の悩み、夫婦・家族関係、職場
の人間関係（セクハラなど）、子どもに関することなど、
さまざまな相談に応じます。

毎週水・木・金曜日
（祝日は除く）

13：00～16：00

ウィズ相談室
総 合 相 談

法律相談
毎月第３月曜日午後

こころの悩み相談
毎月第1月曜日午後

専門相談は、総合相談を受けたあとで、必要な人のみ予約
できます。
「法律相談」では弁護士が、「こころの悩み相談」では臨床
心理士が相談に応じます。

ウィズ相談室
専 門 相 談

　男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」
（　福祉センター前）
相談専用ダイヤル
☎21-5757

さまざまな人権問題についての相談を受け付ける相談電
話です。電話は最寄りの法務局につながります。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
8：30～17：15

全国共通人権相談ダイヤル
みんなの人権110番

☎0570-003-110
（相談専用電話）

多重債務問題や架空請求への対処、悪質商法の被害、ク
－リング・オフの方法など、消費生活や契約のトラブル
に関する相談に応じます。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
  9：00～12：00
13：00～16：15

消 費 生 活 相 談

子どものことをはじめとする家庭内の悩み（育児不安、児
童虐待、ドメスティック・バイオレンスなど）について、相
談に応じます。

子ども・家庭相談
毎週月～金曜日
（祝日は除く）
8：30～17：15

　 家 庭 児 童 相 談 室
（　福祉センター）
    ☎23-7838
FAX26-1768

　　　　　生　活　環　境　課
消費生活相談窓口

（ 市 役 所 １ 階 ）
☎30-6144

交 通 事 故 相 談
毎週火・木曜日
  9：00～12：00
13：00～16：00

湖 東 合 同 庁 舎 ２ 階
（ 元 町 ）

被害者・加害者を問わず、専門の相談員が相談に応じます。
電話による相談にも応じます。（祝日を除く月～金曜日）
県立交通事故相談所彦根分室☎27-2230
仕事のこと、家族のこと、地域のことなど、困りごとの
相談に応じます。　
彦根市社会福祉協議会☎22-2821、FAX22-2841

毎週水・金曜日
（祝日は除く）

13：00～16：00
心 配 ご と 相 談 所

☎27-2400
（相談専用電話）

市役所などでの手続き、生活の中で困ったことなどの相
談に、３つの言語で応じます。
水曜日＝英語、木曜日＝ポルトガル語、金曜日＝中国語

毎週水・木・金曜日
（祝日は除く）

10：00～12：30
13：30～16：00

多 言 語 電 話 相 談

　 福 祉 セ ン タ ー
別 館 2 階 相 談 室

いじめの悩み、ご相談ください。苦しい現状から立ち直
れるよう、教育現場の経験者や臨床心理士が相談に応じ
ます。 ※匿名可。家族からの相談も受け付けます。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
9：00～17：00

い じ め 相 談
ほ っ と ラ イ ン

　 学 校 支 援 室
（　教育委員会学校教育課内）

☎24-7977

行政なんでも相談所 大学サテライト・プラザ彦根
（アル・プラザ彦根６階）

10月23日㈭
13：30～16：00

受付時間
13：00～15：30（ 　　  　  　  ）

相続、登記、遺言書の書き方の相談や、道路交通、河川管
理などの国・県・市の行政全般について、苦情・要望など
のある人は、気軽にご相談ください。相談は無料で、秘密
は守られます。
総務省滋賀行政評価事務所☎077-523-1100

行政相談委員による
巡 回 行 政 相 談

10月21日㈫
13：00～15：00

亀 山 出 張 所
（ 賀 田 山 町 ）

国・県・市などに対する苦情や意見・要望に関する相談に
応じます。　※市内在住、在勤者に限定
　まちづくり推進室☎30-6117、FAX22-1398

司法書士
無 料 法 律 相 談

相続、金銭消費貸借、クレジット、サラ金の返済、少額裁
判などの法律相談に応じます。（３週間前から予約受付）　１
人45分
司法書士総合相談センター彦根☎077-527-5576

彦 根 勤 労 福 祉 会 館
（ 大 東 町 ）
２ 階 研 修 室10月18日㈯

9：30～12：30

10月1日㈬、同15日㈬
18：30～20：30

相　　談　　名 日　　　時 場　　　　所 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

人権なんでも相談
いじめ、あらゆる差別など、人権に関する相談に人権擁護
委員が応じます。
大津地方法務局彦根支局☎22-024210月15日㈬

13：00～15：00
稲 枝 支 所
（ 田 原 町 ）

10月1日㈬
13：00～15：00

相 談 室
（ 市 役 所 1 階 ）

保 険 料
土 曜 納 付 相 談

毎月1回、土曜日に相談窓口を設けて、国民健康保険料、
介護保険料および後期高齢者医療保険料の納付について
の相談に応じます。

9月20日㈯
10月 4日㈯
8：30～12：00

　 保 険 料 課
（ 市 役 所 1 階 ）

☎30-6137

ひ こ ね 燦 ぱ れ す
（ 小 泉 町 ）

ＯＢ弁護士、教官の指導のもと、民事一般の法律問題の相
談に応じます。刑事事件、行政事件、税金問題、調停中・
調停後の事件、裁判中・裁判後の事件（訴状到達後の事件
を含む）、すでに弁護士が関与している事件は除きます。
※先着順に受け付けますが、相談件数が多い場合、受付時
間内であっても終了することがあります。

　まちづくり推進室☎30-6117、FAX22-1398

9月23日（火・祝）
10：00～16：00
（受付10：00～14：00）

大阪大学法律相談部
無 料 法 律 相 談

日 曜 納 税 相 談 毎月1回、日曜日に相談窓口を設けて、市税の納付につい
ての相談に応じます。

9月28日㈰
10：00～16：00

　 納 　 税 　 課
（ 市 役 所 ２ 階 ）

☎30-6109

10月1日㈬
13：30～16：00

近畿税理士会税務相談センター
無 料 税 務 相 談

　 税 務 課 会 議 室
（ 市 役 所 ２ 階 ）

確定申告や医療費控除、相続税、贈与税など税全般に関す
る相談　※1人30分。電話による予約制（相談日前日まで
受付。先着6人）
　税務課市民税係☎30-6140、FAX22-3052

相続・許認可に関する手続き（遺言書の作成、遺産分割に関
することなど）の相談に応じます。（予約制。10月1日㈬８：
30から）
※市内在住、在勤者に限定

行政書士無料相談会
相続・許認可相談

10月10日㈮
13：00～15：00

行政相談委員による
行 政 相 談

10月14日㈫
13：00～15：00

国・県・市などに対する苦情や意見・要望に関する相談に
応じます。
※市内在住、在勤者に限定

ア ル コ ー ル 相 談 アルコール依存症等の問題について、本人や家族の相談に
精神科医師、保健師が応じます。（予約制）

10月3日㈮
14：00～16：30

う つ 病 相 談
うつ病は全ての人に起こりうる身近な問題です。心に不安
を持つ本人や家族の相談に応じ、医療・保健・福祉の側面
から個別に援助を行います。（予約制）

10月17日㈮
14：00～15：30

彦 根 保 健 所
（ 和 田 町 ）
    ☎22-1770
FAX26-7540

労 働 法 律 相 談
職場における悩み事・仕事上困難な問題について、弁護士
が相談に応じます。（予約制。9月18日㈭9：00から先着3
人）※月曜日は休館日。月曜日が祝日の場合は翌日が休館
日　☎26-7272　FAX26-7377

10月3日㈮
18：30～20：00

ひ こ ね 燦 ぱ れ す
（ 小 泉 町 ）

10月24日㈮
13：30～15：30

心の健康に不安を持つ本人や家族から、困っていることや
生活の様子などを聞き、必要に応じて医学的指導、医療機
関や施設の紹介などをします。（予約制）

こころの健康相談

相続・贈与などの登記、土地の境界、会社法人の設立・変
更登記、人権に関すること、遺言・公正証書などの相談に
応じます。（予約優先）
申込期限：10月3日㈮17：00
※当日受付もできますが予約優先
大津地方法務局総務課☎077-522-4772

10月5日㈰
10：00～16：00

全国一斉！
法務局休日相談所

イ オ ン モ ー ル 草 津
（ 草 津 市 ）
2 階 イ オ ン ホ ー ル

　まちづくり推進室
（ 市 役 所 1 階 ）
   ☎30-6117
FAX22-1398

10月17日㈮
13：00～16：00

相続・売買登記、土地の分筆・合筆、建物登記などの相談
に応じます。（予約制。10月8日㈬ 8：30から先着6人）
※市内在住、在勤者に限定

登　　　記
相　　談

表 示 登 記
担当弁護士がすでに申込者と利害関係がある人の相談を受
けている場合などは、相談が受けられないことがあります。
（予約制。10月15日㈬ 8：30 から先着 6 人）相談料：１回
（30分）5,400円（相談日にお支払いください）
※市内在住、在勤者に限定

10月24日㈮
13：00～16：00

滋賀弁護士会
法 律 相 談

市 民 会 館
（ 尾 末 町 ）
第 1 会 議 室

暴力団および暴力団と疑われる者にかかわる交通事故示談、
債権取り立て、不動産などの売買、家屋の賃貸などの民事
問題、その他因縁をつけての金品要求など
公益財団法人滋賀県暴力団追放推進センター
☎077-525-8930

9月19日㈮
13：00～16：00

暴力団にかかわる
巡 回 相 談 所
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喫煙は、ニコチン依存です。「タバ
コのない新しい生活」、「タバコのな
い新しい自分」に出会うための一歩
を応援します。

日時　9月10日㈬
　9：00 〜、10：00 〜、11：00 〜
場所　くすのきセンター２階
定員　３人（各時間１人、予約制）

内容
●たばこへの依存度が分かる検査
　▶肺の汚れ度チェック（呼気中の一酸化炭素の濃度測

定）

　▶たばこの依存度チェック（尿中ニコチン濃度検査）

●たばこのやめ方についてのアドバイス
申込・問い合わせ先　 健康推進課

らくらく禁 煙 相 談

〜管理栄養士による食生活アドバイス～

健診結果などで、血糖値、中性脂肪、悪玉コレステ
ロール値や血圧が高かった人、また体重の増加が気に
なる人など、この機会に日頃の食生活を見直してみま
せんか。

日時　10月6日㈪、24 日㈮ 9：00 ～、
10：20 ～〈予約制、各１人〉

場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さま

ざまな相談を受け付けています。
申込・問い合わせ先　 健康推進課

栄 養 相 談
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長
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講演「城でたどる　信長天下統一への軌跡〜佐和山から安土まで〜」
講　師　　加藤理

まさ

文
ふみ

さん（織豊期城郭研究会）

　　　　　萩原さちこさん（城郭ライター）

日　時　　10 月 11 日㈯ 13：30 〜（開場 13：00 〜）

場　所　　稲枝地区公民館（本庄町）

参加費　　前売 800 円（当日 1,000 円）

前売り券販売所　　ひこね市文化プラザチケットセンター、彦根商工
会議所、みずほ文化センター、ビバシティ平和堂くらしのサービス
センター、アル・プラザ彦根くらしのサービスセンター

講演「近江の要　佐和山城から見る湖国の山城」
講　師　　下高大輔さん（織豊期城郭研究会）

日　時　　11 月 16 日㈰ 13：30 〜（開場 13：00 〜）

場　所　　佐和山会館（古沢町）

参加費　　500 円（申込先は下記のとおり）

佐和山城フィールドワーク「ほら貝を吹け！ のろしを上げよ！」
講　師　　田附清子さん（佐和山城研究会）

日　時　　11 月 23 日（日・祝）9：00 〜（集合 8：30）

集合場所　龍潭寺前駐車場（古沢町）

参加費　　500 円（申込先は下記のとおり）

その他　　雨天中止。昼食を持参してください。

申込・問い合わせ先
彦根商工会議所☎ 22-4551、ＦＡ X26-2730
ＮＰＯ法人ひこね文化デザインフォーラム☎ 23-3383、
Ｅメール tenaraijuku@hcdf.jp

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

特別公開
旧井伊神社本殿、
相 の 間 及 び 拝 殿

10月4日㈯
10：00～15：00

　文化財課職員が本殿などの説明をします。
①10：00②11：00③13：30④14：30
※駐車場は佐和山史跡公園駐車場を利用してください。
　教育委員会文化財課☎26-5833、FAX26-5899

井 伊 神 社
（ 古 沢 町 ）

10月4日㈯
14：00～

楽しいおはなしの
つ ど い

10月11日㈯
14：00～

絵 本 を 楽 し む
つ ど い

市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）
　 ☎22-0649
 FAX26-030010月15日㈬

11：00～
おひざでだっこの
お は な し 会

10月18日㈯
14：00～

む か し ば な し を
聞 く つ ど い

ウ ィ ズ
お や こ 広 場

10月11日㈯
10：00～11：30

 男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」
（ 平 田 町 ）
軽 運 動 室・会 議 室
☎・FAX24-3529

絵本の読み聞かせ、手遊び、大型絵本など
ひこね児童図書研究グループ
絵本の読み聞かせ、手遊びなど
テーマに沿って本を紹介します。
ひこね児童図書研究グループ
絵本、わらべうた、手遊び　　　　　
彦根の図書館を考える会

昔話などを「語り」でします。　　　　　
彦根おはなしを語る会

JPIC（出版文化振興財団の認める資格）の読書アドバイザー
による絵本の読み聞かせやエプロンシアター、わらべ歌や
遊び歌などで一緒に楽しく過ごします。
対象：乳幼児、保護者

10月5日㈰
10：00～15：00

旧中山道鳥居本宿に残る民家の公開や民家を活用した展
示、地元産の食材を活用したレストランを開店します。
アートバザール、フリーマーケットが開催され、柿渋染
めなどの体験講座もあります。
鳥居本お宝発見隊（担当 ： 石川さん）☎・FAX23-7568

第7回とりいもと
宿 場 ま つ り 中山道鳥居本街道沿い

10月11日㈯
13：30～16：10
（受付13：00～）

「子どもの健康週間」にちなみ、子どもの健康について
の講演会を行います。
定員：100人（先着順）
申込期限：10月1日㈬
滋賀県小児保健協会事務局☎077-582-8429、
FAX077-582-6304

子どもの健康週間記念公開講座
重度心身障害児の
在宅医療・ライフ
サイクルにわたる
障 害 支 援

草津市立市民交流プラザ
（ フェリエ 南 草 津 ）
（草津市野路一丁目）
５ 階 大 会 議 室

ウィズフェスティバル2014

一緒に輝こう！　ウィズで再発見！

日時　10月 4日㈯ 10：00〜 15：30
場所　彦根市男女共同参画センター
　　　「ウィズ」（平田町）
問い合わせ先　 男女共同参画センター
　「ウィズ」☎・ＦＡＸ24-3529

「サンタナ学園」

サンバ

室内遊園地
バザー

カレーライス、
焼きたてパンなど

スポーツ体験
卓球、バドミントン、
ニュースポーツ

聖泉大学「はじめ」

よさこい

このほか、起業のための「女性チャレンジ
支援セミナー」受講生による「夢のショッ
プ」、フリーマーケットも開店します。
「ウィズ」で楽しい一日を過ごしませんか。

世
界
を
駆
け
る
太
鼓
集
団

ー
Y
A
M
A
T
O

ス
ペ
シ
ャ
ル
公
演 

in 

み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー

9月28日㈰　14：00～（開場13：30）

これまでに世界 53 か国、3,000
回の公演に 600 万人を動員して
いる「倭－YAMATO」。伝統と革
新を旨にあくまでも和太鼓の持つ

魅力を最大限引き出すべく挑
戦し続けているグループ「倭
－YAMATO」のスペシャル
公演が実現しました。

会場：みずほ文化センター（田原町）多目的ホール
費用：前売1,000円、当日1,200円（全席自由）
販売所：アル・プラザ彦根、ビバシティ平和堂、
ひこね市文化プラザほか
問い合わせ先：みずほ文化センター
　☎43-8111、FAX43-8112
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上じ
ょ
う

坊ぼ
う

あ
も
な
ち
ゃ
ん

（
松
原
町
）

上じ
ょ
う

坊ぼ
う

あ
め
り
ち
ゃ
ん

（
松
原
町
）

川か
わ

口ぐ
ち

晴は
る

大と

ち
ゃ
ん

（
西
沼
波
町
）

1 0 月 の 乳 幼 児 健 康 診 査
　
子育てに関する情報交換や、友だ
ちづくり
日時　10月7日㈫　
　　　9：45～11：30
　　　（受付9：30～9：45）
場所　　子どもセンター多目的室
対象　市内に住民登録のある２～
6か月児とその保護者
持ち物　母子健康手帳、バスタオル

☆母子健康手帳をお持ちください
日時　10月9日㈭・同23日㈭
　　　9：30～11：00
場所　くすのきセンター1階
※栄養士に相談できる日は、
　10月23日㈭です。

日時　10月22日㈬
　　　9：30～11：00
場所　南老人福祉センター

～１日２回食に進みましょう～
　栄養士の話、離乳食の試食など
　※参加は1人1回限りです。
日時　10月3日㈮　
　　　9：45～11：30
　　　（受付9：30～9：45）
場所　くすのきセンター2階
対象　市内に住民登録のある７～
８か月児とその保護者
持ち物　母子健康手帳

※４か月児健診以外は、
個人通知はありませ
んので「すくすく手
帳」で内容・持ち物
をご確認ください。

※１歳６か月児健診は
仕上げみがき用歯ブ
ラシをお持ちくださ
い。

※２歳６か月児健診は
歯ブラシとコップを
お持ちください。問
診票に「ささやき声
検査」の結果をご記
入ください。

※３歳６か月児健診で
は、検尿があります。
朝一番の尿を、きれ
いに洗ったビンなど
に入れてお持ちくだ
さい。

※対象児の生年月日をご確認の
　うえ、お越しください。
※該当月に来られない場合は、
　ご連絡ください。

赤ちゃんサロン

乳幼児個別相談

離 乳 食 教 室

健　診　名 実施日 対　　　　　　象

場　　所　くすのきセンター1階

４ か 月 児

10か月児

１歳６か月児

２歳６か月児

３歳６か月児

受付時間　13  ：  00～14  ：  00

平成26年 30月 日～ 月 日生

平成25年

平成25年

平成26年

　6 　6

21日㈫

28日㈫

8日㈬

15日㈬

10日㈮

17日㈮

9日㈭

16日㈭

6日㈪

20日㈪

16

31月 日～ 月 日生16

月 日～ 月 日生　1　6 　6 15

月 日～　1 月 日生12 15

平成24年

平成24年

月

31月 日～ 月 日生

月 日～3 月 日生　1

　1

月

3

3

平成25年 月 日～3 日生3

15

16

月 日～3 日生　1平成23年 3 15

平成25年 月月 日～3 16 3 31

3

月 日～3 日生平成23年 3 3116 月

日生

15

12

12 12

定 期 予 防 接 種 の お 知 ら せ
　予防接種は、病気に対する抵抗力をつけ、発病を予
防するために大切なものです。母子健康手帳などで接
種の記録を確認し、予防接種の説明書をよく読んで接
種を受けてください。
　過去の接種状況など分からない点がある場合は、
健康推進課にご相談ください。

対象　市内に住民登録のあるお子さん
実施方法　予約制（指定医療機関）
　※指定医療機関は、個人に通知している案内や彦根

市ホームページなどでご確認ください。
接種費用　無料　※対象年齢内に接種できなかった場

合は、有料になります。

予防接種名 望ましい間隔・回数望ましい接種時期

四種混合（ジフテリア・
百日せき・不活化ポリ
オ・破傷風）

20～56日 までの間隔で３回
接種生後３か月から７歳

６か月をむかえる日
の前日まで

１期
初回

１期
追加

1期初回終了後1年から1
年半をむかえるまでの期間

１期初回の３回目の接種日から
１年～１年半後に１回接種

生後2か月から5
歳をむかえる日
の前日まで

Hib（ヒブ）感染症

小児の肺炎球菌感染症
１回から4回接種
（接種開始月年齢により異なります）

▶平成7年4月2日～同19年4月1日生まれの人は、日本脳炎予防接種の特例対象者です。日本脳炎は全部で4回
接種が必要です。接種がまだの人は不足回数分を20歳未満まで受けることができます。接種履歴をじゅうぶ
んに確認し、重複接種がないようにご注意ください。接種間隔は医師とご相談ください。

▶平成26年10月1日㈬から予防接種法が改正され、水痘（みずぼうそう）ワクチンが「定期予防接種」となりま
す。詳しくは広報ひこね10月1日号や彦根市ホームページでお知らせする予定です。

▶海外渡航などの理由で、日本脳炎の予防接種を早期に受けたい場合は、　健康推進課に相談してください。生
後6か月から接種を受けることができます。

▶市外の医療機関（県内）で接種を希望する場合
　「滋賀県予防接種広域化事業」により、市外で予防接種を受ける場合は、事前に　健康推進課で申請が必要です
（申請がないと接種できません）。

日本脳炎

就学前1年間（保育園・幼稚園の年長に相当する期間）２期

１期
初回

６～28日までの間隔で２回接種

１歳から２歳をむかえる日の前日まで1期

2期 11歳以上13歳未満

麻しん・風しん
（MR）混合

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

１期
追加

１期初回の２回目の接種日から
おおむね１年後に１回接種

１回接種

生後６か月から７歳６か
月をむかえる日の前日ま
で

ヒトパピローマ
ウイルス感染症
（子宮頸がん予防）

小学6年生から高校1年
生に相当する年齢の女性

3回接種（間隔は接種ワクチンに
より異なります。）

ヒトパピローマウイルス感染症の予防
接種について、現在、彦根市では積極
的に勧めていません。

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）・不活化ポリオを接種したことがある場合は、残りの必要回数を同ワ
クチンで接種することが可能です。

※三種混合のワクチンは、販売が順次終了される予定です。接種ができていない人は定期の接種間隔を守って早め
に接種してください。

対象年齢

1歳をむかえる日
の前日までBCG １回接種生後5か月から8か月を

むかえるまでの期間

生後2か月から7か月をむ
かえるまでの期間

生後３か月から12か月
をむかえるまでの期間

小学6年生

３歳以上４歳未満

４歳以上5歳未満

２期 １回接種小学4年生 ９歳以上13歳未満

中学1年生

ご長寿おめでとうございます
　今年の敬老の日は、9 月 15 日（月・祝）です。
　長年にわたり社会に尽くしてこられた高齢者の皆さんを敬愛し、
長寿を祝う日です。
　この日にちなみ、彦根市の男女最高齢者を紹介します。

問い合わせ先  介護福祉課☎ 23-9660、FAX26-1768

女
性
最
高
齢
者

　

北
川　

み
な　

さ
ん

　

明
治
38
年
11
月
３
日
生

（
１
０
８
歳
）

男
性
最
高
齢
者

　

北
嶋　

清
太
郎　

さ
ん

　

明
治
41
年
10
月
３
日
生

（
１
０
５
歳
）
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広
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こ
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残暑に負けず防災訓練
命とくらしを守るために

「これぞ産地直送！」
西中生が収穫した野菜を市立病院へ

◀とうもろこしを収
穫する西中生。中
にはとれたてをそ
のままかじる生徒
も（松原町）

▶
収
穫
し
た
ば
か
り
の
と

う
も
ろ
こ
し
を
市
立
病

院
栄
養
科
職
員
に
手
渡

す
生
徒
代
表

　

８
月
23
日
、
彦
根
中
学
校
と
河
瀬
小

学
校
を
会
場
に
彦
根
市
防
災
訓
練
を
行

い
、
地
元
自
治
会
約
２
０
０
人
、
消
防

関
係
者
約
３
３
０
人
を
は
じ
め
、
合
計

約
９
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

彦
根
中
学
校
会
場
で
は
、
消
防
団
や

都
市
建
設
部
に
よ
る
水
防
訓
練
、
防

災
会
・
自
治
会
に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

や
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
、

消
防
本
部
・
消
防
団
に
よ
る
火
災
防
御

訓
練
の
ほ
か
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
応
急
復

旧
訓
練
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
設
置
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
厳
し
い
残
暑
の
な
か
、

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
河
瀬
小
学
校
会
場
で
は
防
災

会
・
自
治
会
に
よ
る
避
難
所
開
設
運
営

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

仮
設
ト
イ
レ
を
設
営
し
た
り
、
集
ま
っ

た
情
報
を
大
き
な
紙
に
書
い
て
避
難
所

に
貼
り
出
し
た
り
す
る
な
ど
、
被
災
時

に
住
民
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
避
難
所

を
有
効
に
運
営
す
る
た
め
の
方
法
を
確

認
し
あ
い
ま
し
た
。

①水防訓練で土のうに砂を
つめる消防団員。砂がつ
められた土のうは、整然
と積まれていきました。

②避難所開設運営訓練で避
難所の運営方法を協議す
る地元防災会、自治会の
参加者。情報をふせんに
書き出すなどして整理し
ていました。

③初期消火訓練でバケツリ
レーを行う地元防災会、
自治会の参加者。息の合っ
た連携で取り組んでいま
した。

①

③

②

　8 月 28 日、西中学校の１年生 114 人がとうもろこし約 1,000
本の収穫を行い、その一部を市立病院などに提供しました。
　このとうもろこしは定植後の管理を松原農業組合員が行い、生徒
らは夏休みを利用して、雄花切りや防鳥ネット張りの作業などを手
伝って育てたものです。
　とれたてのとうもろこしのうち 150 本が、生徒代表から市立病
院栄養科職員に手渡されました。
　市立病院では、「ゆでとうもろこし」、「クリームシチュー」、「中
華コーンスープ」に調理し、患者さんに提供しました。


